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　将門まつり2024
　坂東市将門まつりは、郷土の英雄・平将門公を称え、昭和47年の旧岩井市市政施行を機に始

まりました。毎年11月の第2日曜日に開催され、國王神社での戦勝祈願から始まり、約100名の

武者が神田明神将門太鼓の響きに合わせて参詣します。地元中学生による弓道演武や、稚児・武

者・姫の行列が賑やかに練り歩き、神田ばやしや将門太鼓の山車が繰り広げるクライマックスは

圧巻です。今年度は2025年11月9日（日）の開催が予定されています。
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令和7・8年度(公社)古河法人会役員名簿

青年部会役員名簿 女性部会役員名簿
役　職 氏　名 法人名

部 会 長 伏　木　良　道 ㈱ジーアールエステート
副 部 会 長 渡　辺　元　気 ㈱ワタナベ

〃 鹿久保　信　之 ㈲鹿久保設備
〃 川　上　和　志 ㈱川上造園土木
〃 中　山　道　幸 ㈱中山産業

会 　 　 計 新　井　康　誠 ㈲アライ水道
幹 　 　 事 大和田　晶　吾 ㈲和田家

〃 楢　原　英　治 税理士法人優和
〃 海老原　史　明 ㈱常陽清掃
〃 滝　本　竜　也 ㈲たきもと
〃 松　本　竜　也 ㈲明正工業
〃 折　原　清　浩 ㈲折原自動車整備工場
〃 石　川　大　輔 ㈱しんこう
〃 矢　澤　宏　幸 双葉ﾒｯｷ工業㈱古河工場
〃 初　見　一　敬 ㈱笹山
〃 大　塚　　　剛 ㈱大塚工務店
〃 渡　沼　克　美 ㈲渡沼畳店

監 　 　 事 大　島　崇　嗣 ㈱大島清吉商店
〃 関　根　耕　嗣 ㈲関根自動車
〃 前　川　英　生 ㈲前川商店

役　職 氏　名 法人名
部 会 長 青　木　博　美 ㈲青木電器商会
副 部 会 長 張 替　恵　子 ㈲ハリガエ観光

〃 飯　田　英美子 ㈱飯田製作所
〃 水　上　幸　子 ㈲ネーブルフーズ
〃 松　本　幸　子 More Happiness㈱

会 　 　 計 井　草　栄　子 (宗)長谷寺
幹 　 　 事 高　橋　采　子 ㈱山水

〃 斉　藤　百合子 ㈻晃陽学園
〃 上　坂　美津子 ㈲将門煎餅本舗
〃 古　矢　美知子 大利根交通㈲
〃 野　村　好　江 野村産業㈱
〃 小　林　美　野 ㈲小林輪業商会
〃 櫻　井　千恵子 ㈱サクライ
〃 増　田　紋　子 ㈲ミナミ
〃 木　村　義　江 公栄住宅㈱
〃 北　島　典　子 大建鋼業㈱
〃 松　本　真生子 ㈱阪東組
〃 小　林　弥　生 ㈻城南学園 五霞幼稚園

監 　 　 事 斎　藤　桂　子 ㈲古河コンタクト
〃 飯　田　幸　子 ㈱ビューティーいいだ
〃 大　橋　みち子 森田建設工業㈱
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令和7・8年度各委員会委員名簿

役職 地区 氏名 法人名

委 員 長 坂東 荒 木 　 　 弘 文 ㈱アラキ
副委員長 古河 野 村  　  久 男 ㈱ぬた屋
委 　 員 境 新 井 　 　 　 衛 新井米菓㈱

〃 古河東 水 上 　 　 幸 子 ㈲ネーブルフーズ
〃 五霞 知 久 　 　 　 晃 ㈲知久防水工業

役職 地区 氏名 法人名

委 員 長 境 小 松 原 　 　 裕 小松原商事㈱
副委員長 古河東 舘 野  　  正 明 ㈲舘野商店
委 　 員 古河 相 葉 　 　 光 輝 ㈱相葉商会

〃 坂東 前 川 　 　 英 生 ㈲前川商店
〃 古河東 鈴 木 　 　 　 誠 ㈲鈴木製作所
〃 五霞 新 井 　 　 秀 行 ㈲新工務店

役職 地区 氏名 法人名

委 員 長 五霞 須 釡 　   利 行 ㈱スガマ
副委員長 古河 大 和 田   五 郎 ㈲和田家
委 　 員 古河 岩 﨑 　 　 聖 一 銭屋米穀㈱

〃 坂東 吉 田 　 　 孝 美 吉田運送㈱
〃 境 篠 原 　 　 純 一 ㈱篠原工務店
〃 古河東 川 上 　 　 和 志 ㈱川上造園土木

役職 地区 氏名 法人名

委 員 長 古河東 初 見 　 　 周 一 三和運輸倉庫㈱
副委員長 古河 野 澤 　 　 豊 輔 ㈲野澤鉄工
委 　 員 坂東 吉 田 　 　 忠 義 ㈲吉田石油店

〃 境 櫻 井 　 　 幹 也 ㈱サクライ
〃 古河東 矢 澤 　 　 宏 幸 双葉メッキ工業㈱
〃 五霞 宮 城 　 　 　 毅 日本ラスクフーズ㈱

役職 地区 氏名 法人名

委 員 長 古河 蓮 見 　   公 男 油鉄印刷㈱
副委員長 境 平 井 　 　 俊 行 ㈲平井自動車
委 　 員 古河 小 林 　 　 敏 明 ㈱小林製作所

〃 坂東 渡 邉 　 　 　 隆 ㈱渡辺建材店
〃 古河東 増 田 　 　 紋 子 ㈲ミナミ
〃 五霞 猪 山 　 　 勝 美 ㈲かじや商店

役職 地区 氏名 法人名

委 員 長 古河東 二 宮 　 　 　 司 ㈱二宮
副委員長 境 木 塚 　 　 康 裕 ㈲木塚電気
委 　 員 古河 五 十 嵐 　 　 順 ㈲はつせ

〃 古河 熊 木 　 　 善 一 ㈾熊木商店
〃 坂東 中 山 　 　 達 也 リフォメックスナカヤマ㈲
〃 古河東 稲 葉 　 　 貴 大 ㈱野木屋運送
〃 五霞 松 本 　 　 幸 子 More Happiness㈱

総�務�委�員

研�修�委�員

組�織�委�員

税�制�委�員

広�報�委�員

厚�生�委�員

◎�(公社)古河法人会組織状況表� （令和7年6月30日現在）

地区会名 法人数 会員数 加入率% 地区会名 法人数 会員数 加入率%

古　　河 1,047 366 35.0% 古 河 東 1,812 472 26.0%

坂　　東 1,481 404 27.3% 五　　霞 222 142 64.0%

境 717 268 37.4% 合　　計 5,279 1,652 31.3%

第 78 号　（ 4 ）令和 7 年 9 月



令和６年度収支決算書 令和７年度収支予算書
(令和6年4月1日～令和7年3月31日）  (令和7年4月1日～令和8年３月31日）　 （単位：円）（単位：円）

科　　目 決算額
1．事業活動収支の部
　　1．事業活動収入
　　　①特定資産運用収入 132
　　　②会費収入 10,084,000
      　③事業収入 2,048,610
　　　④補助金等収入 8,442,843
　　　⑤負担金収入 2,846,359
　　　⑥雑収入 850,985
[ 事業活動収入計 ] 24,272,929
 　２．事業活動支出
     　 ①税の啓発事業費支出 11,747,026
　　　②地域社会貢献事業費支出 4,407,035
　　　③会員支援事業費支出 6,025,274
　　　④管理費支出 5,755,301
[ 事業活動支出計 ] 27,934,636
[ 事業活動収支差額 ] △ 3,661,707
2 事業活動以外収支の部
　　1．経常外収入 0
　　2．経常外支出
[ 事業活動以外収支差額 ] 0

当期収支差額 △ 3,661,707
前期繰越残高 14,087,622
指定正味財産残高 5,000,000
当期末残高 15,425,915

科　　目 予算額
1．事業活動収支の部
　　1．事業活動収入
　　　①特定資産運用収入 200
　　　②会費収入 10,086,000
      　③事業収入 4,000,000
　　　④補助金等収入 7,739,800
　　　⑤負担金収入 1,450,000
　　　⑥雑収入 640,800
[ 事業活動収入計 ] 23,916,800
 　２．事業活動支出
    　  ①税の啓発事業費支出 10,680,400
　　　②地域社会貢献事業費支出 3,627,750
　　　③会員支援事業費支出 4,556,950
　　　④管理費支出 5,646,400
[ 事業活動支出計 ] 24,511,500
[ 事業活動収支差額 ] △ 594,700
2 事業活動以外収支の部
　　1．経常外収入 0
　　2．経常外支出 0
[ 事業活動以外収支差額 ] 0

当期収支差額 △ 594,700
前期繰越残高 10,425,915
指定正味財産残高 5,000,000
当期末残高 14,831,215

令和7年度事業計画
主たる事業計画
　1.�税を巡る諸環境の整備改善等を図るための事業(税
の啓発事業)

　　⑴税知識の普及及び適正な申告の普及を図る目的の事業
　　　①各種税務研修会の開催
　　　②e-Tax申告の普及活動の実施
　　　③租税教室事業、税に関する絵はがきコンクール事業
　　⑵納税意識の高揚を目的とする事業
　　　①納税表彰式事業
　　　②機関誌・ホームページ等による税の広報事業
　　　③納税意識の高揚に資する講演会等の事業
　　⑶�税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関

する事業
　　　①�税制改正の提言及び提言書を関係機関へ提

出・提言に関する事業
　　　②�税制改正の提言に関するアンケート調査に関する事業
　　　③�全国大会・全国青年の集い・全国女性フォーラ

ムへの参加
　2.�地域の経済・社会環境の整備改善等を図るための
事業（地域社会貢献事業）

　　⑴地域経済・社会の活性化に資する事業

　　　①�講演会・セミナーの開催、インターネットセミ
ナーの提供

　　　②�地域経済・社会の活性化に資するイベントへの
参加事業

　　⑵�地域の福祉・環境問題などの改善に資するための
事業

　　　①SDGsの推進
　3.会員のための福利厚生に関する事業（福利厚生事業）
　　　①会員向け健康診断の実施
　　　②全法連の福利厚生制度の推進
　4.�会員支援のための親睦・交流等に関する事業（会員
支援事業）

　　　①会員、役員及び部会員懇談等
　　　②視察研修会
　　　③功労者表彰
　5.諸会議の開催及び出席（法人会計・管理事業）
　　　①�定時総会・理事会・監査会・正副会長会議・事

務局会議の開催
　　　②各委員会の開催
　　　③その他必要と認められる会議等の開催及び出席
　6.その他本会の目標達成のために必要な事業の実施。
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　本年の７月の人事異動により、古河税務署長を拝命いたしました

藤田と申します。

　税務大学校より転任してまいりました。古河税務署での勤務は今

回で2回目になります。古河税務署は茨城県西に位置し、関東平野

のほぼ中央にあり、電車や道路等の交通の利便性が高い一方、農業

や工業も盛んで、かつ、古くからの歴史と文化を兼ね備える風情あ

る地域であり、当地で勤務できますことを改めて大変光栄に感じて
おります。前任の松谷同様、よろしくお願いいたします。

　遠藤会長をはじめ、公益社団法人古河法人会の皆様には、日頃より税務行政の円滑な運営

について、深いご理解とご協力を賜っており、厚くお礼申し上げます。

　貴会におかれましては、会員への税知識の普及や納税意識の高揚を図るため各種研修会を

開催し、社会貢献活動のため家庭での節電活動を推進する「いちごプロジェクト」を行うほ

か、租税教育に対する深いご理解の下、青年部会と女性部会が中心とした「租税教室」の開

催や「税に関する絵はがきコンクール」の実施にも積極的に取組まれており、遠藤会長をは

じめ役員並びに会員の皆様の法人会活動に対する熱意と並々ならぬご尽力に心から敬意を表

する次第であります。

　さて、近年の経済社会は、日々目まぐるしく進化・発展しております。そのような中で、

国税当局が国民の信頼を得て税務行政を運営していくためには、デジタル技術の活用、経済

取引のグローバル化など経済社会の変化等に的確に対応していく必要があります。そのた

め、国税当局においては、システムの大幅な変更や内部事務のセンター化など、組織の在り

方も大きく変わろうとしています。

　「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」を目指し、申告書のみならず、財

務諸表等の添付書類も含めたｅ－Ｔａｘ、いわゆる「ＡＬＬ ｅ－Ｔａｘ」の普及・定着や

キャッシュレス納付の利用拡大などを一層推進するため、積極的な周知と利用勧奨に取り組

んでまいります。

　なお、納税や納税証明書の手続きにつきましても、キャッシュレス納付や、納税証明書オ

ンライン請求により、ご自宅から手続きを行うことができますので、ｅ－Ｔａｘ申告と併せ

てぜひご使用いただければと思います。

　また、インボイス制度につきましては、制度の円滑な定着に向けて、継続して制度の周

知・広報等を行うとともに、インボイスの登録をするか否かを検討している事業者をはじ

め、個々の事業者の立場に寄り添った丁寧な対応に努めてまいります。引き続きご協力いた

だきますようお願いいたします。

　今後とも、更なる協調関係を構築するとともに、日々変化する経済社会及び技術環境に対

して柔軟に対応し、時代の変化に適応した申告納税制度の更なる発展に取り組んでいきたい

と考えております。

　結びに当たり、公益社団法人古河法人会並び会員の皆様方の益々ご健勝と会員企業の事業

のご繁栄を祈念申し上げまして、私の着任の挨拶とさせていただきます。

古河税務署長

藤田　研二

着任のご挨拶
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《古河税務署人事異動》
職　名

新任者 前任者
氏名 前任地 氏名 新任地

署長 藤田　研二 税務大学校
学務主事 松谷　正太郎 朝霞税務署

署長

総務課長 齋藤　章 新津税務署
総務課長 佐藤　香織 下館税務署

総務課長

課長補佐 飯野　幸雄
越谷税務署

法人課税第七部門
上席国税調査官

佐藤　知佳
関東信越国税局

業務センター(春日部事務室)
連絡調整官

法人課税第一部門
統括国税調査官 佐藤　義之

佐渡税務署
法人課税部門
統括国税調査官

神田　勝
館林税務署

法人課税第一部門
統括国税調査官

法人課税第二部門
統括国税調査官 橋本　幸三 （留任） 橋本　幸三 （留任）

法人課税第一部門
総括上席国税調査官 岩崎　浩実

浦和税務署
消費税専門官
上席国税調査官

池島　洋哉
栃木税務署

法人課税第一部門
総括上席国税調査官

法人課税第一部門
上席国税調査官
（法人会担当）

長谷川　好則
関東信越国税局

業務センター(栃木分室)
管理官

植木　昇
館林税務署
法人課税部門
調査官

管理運営第一部門
統括国税徴収官 藤間　陽子

大宮税務署
管理運営部門
統括国税徴収官

三浦　孝和
大田原税務署
管理運営第一部門
統括国税徴収官

管理運営第二部門
統括国税徴収官 渡辺　広美

関東信越国税局
徴収部納税管理官
納税専門官

松下　恵美子
所沢税務署

管理運営第四部門
統括国税調査官

管理運営第一部門
総括上席国税徴収官 宗　唯

関東信越国税局
徴収部管理運営課

チーフ
井上　陽介

東松山税務署
管理運営部門

総括上席国税徴収官

徴収部門
統括国税徴収官 新野　利春 （留任） 新野　利春 （留任）

個人課税第一部門
統括国税調査官 小谷野　幹人

関東信越国税局
人事第二課
人事専門官

笹野　奈美子
西川口税務署
個人課税第一部門
統括国税調査官

個人課税第二部門
統括国税調査官 澤田　直孝

所沢税務署
個人課税第四部門
統括国税調査官

仲沢　達也
川越税務署

個人課税第二部門
統括国税調査官

個人課税第一部門
総括上席国税調査官 山崎　健二

大宮税務署
個人課税第一部門
記帳推進官

加藤　理恵
竜ヶ崎税務署
個人課税部門

総括上席国税調査官

資産課税部門
統括国税調査官 近藤　高広

前橋税務署
資産課税第二部門
統括国税調査官

栗原　雄二
大宮税務署
資産課税部門
国際専門官

（令和７年７月10日付）
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古河東地区会

地 区 会 た よ り地 区 会 た よ り地 区 会 た よ り

境地区会五霞地区会

古河地区会

通常総会・優良経理担当者表彰
令和7年6月9日

設立総会
令和7年5月9日

女性部会視察研修（大阪万博）
令和7年6月5～6日

設立祝賀会
令和7年5月9日

通常総会及び税務研修会
令和7年6月26日

通常総会・税務研修会
令和7年6月18日
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令和7年度第1回理事会
令和7年4月23日

組織・広報合同委員会
令和7年7月16日

正副会長会議
令和7年8月22日

総会
令和7年4月21日

　当会顧問の岩﨑清氏が去
る令和7年6月29日にご逝
去されました。享年は102
歳でした。

　同氏は当会の初代会長を務められ、昭和60
年の古河法人会設立以来、長きにわたり、当会
の発展のためにご尽力されました。ここに今ま
でに賜りましたご厚情に深く感謝するともに、
生前のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り申
し上げます。

訃　報

女性部会

本会

青年部会

総会
令和7年5月16日

正副部会長会議
令和7年7月25日
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風の通り道を作ろう！ 直射日光を避けて涼しい
部屋を作ろう！

みんなで出来る夏の節電対策

「いちごプロジェクト」とは？ 「法人会」とは
　法人会は、税のオピニオンリーダーとして、
企業の発展を支援し、地域の振興に寄与し、
国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体です。
現在、全国各地に440単位法人会があり、

県単位の連合体として41都道県連が組織され
約70万社の企業が加入しています。
法人会では「税知識の普及」「租税教育」「地

域社会貢献」などを中心に地域に密着した活
動を展開しています。

　「い ち ご」の ネ ー ミ ン グ は、
2011年夏の節電目標「15％」に
由来しています。
　いちごは「毎年実をつける多年草」
であり「全国各地で広く栽培」され
ます。
　そのイメージを、毎年女性部会が
全国的に継続して取り組む社会貢献
活動に重ねました。

無駄なく無駄なく無駄なく無理なく無理なく 快適に快適に無理なく

節電節電 にご協力ください。

「いちごプロジェクト」とは？「いちごプロジェクト」とは？

いちご通信  2025. 夏
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法人会「いちごプロジェクト」サイトはこちら ➡

OFF

主電源
OFF

OFF

強
中
弱

冷房

ON

OFF

◀

◀
みんなで
節電アクション！

7月～9月期間わが家の省エネ・節電メニュー
ライフスタイルに合わせて、無理のない範囲で省エネ・節電に取り組みましょう。
ご家庭ごとに実施できるものをチェックしましょう。

出典：経済産業省　省エネポータルサイト「節電効果」は点灯帯（19時頃）の家庭の電力使用量に対する節電効果の概算値です。 
 地域・時間帯により節電効果は変動します。

照　明エアコン

テレビ

室内の冷やしすぎに注意し、無理のない範囲で室内温度を
上げましょう。（右記の節電効果は室内温度を26℃から
2℃上げた場合の数値）
※熱中症に気をつけて、無理のない範囲でお願いします。

目詰まりしたフィルターを清掃しましょう。

日中はすだれ、よしず、カーテンなどで窓からの日差しを
和らげましょう。

リビング等の部屋の明るさを下げ
ましょう。

不要な照明は消しましょう。

冷蔵庫の冷やしすぎを避け（強→中）、冷蔵庫の冷やしすぎを避け（強→中）、
扉を開ける時間を減らし、食品を詰め扉を開ける時間を減らし、食品を詰め
込みすぎないようにしましょう。 
※食品の傷みにはご注意ください。

壁との間に適切な間隔を空けて設置しま壁との間に適切な間隔を空けて設置しま
しょう。

温水のオフ機能、タイ
マー節約機能を利用
しましょう。機能がな
い場合、使わないとき
はコンセントからプラ
グを抜きましょう。

リモコンの電源ではなく、
本体の主電源を切り、長
時間使わない機器はコン
セントからプラグを抜きま
しょう。（テレビ、パソコン、
プリンターなど）

洗濯は容量の8割以上を目
安にまとめ洗いをしましょう。

衣類乾燥機（洗濯機の乾燥
機能含む）や浴室乾燥機は、
部屋干しと併用して使用時
間を短くしましょう。

省エネモードに設定して、
画面の輝度を下げましょ
う。見ていない時は消し
ましょう。

温水洗浄便座

冷蔵庫

洗濯機 乾燥機

待機電力

5.4%

節電効果
（削減率）

1.9%
節電効果
（削減率）

1.2%
節電効果
（削減率）

0.3%
節電効果
（削減率）

0.5%
節電効果
（削減率）

2.0%

節電効果
（削減率）

1.5%
節電効果
（削減率）

2.5%
節電効果
（削減率）

0.4%

節電効果
（削減率）

0.4%

節電効果
（削減率）

公益社団法人古河法人会

住所：古河市鴻巣１１８９−４　古河商工会議所内

電話番号：0280-48-6123
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水戸支社/下館営業所
茨城県筑西市丙２０５－２レジデンスミマス３Ｆ
TEL 0296-25-5939

ＡＩＧ損害保険会社／つくば支店
茨城県つくば市竹園１丁目６－１
TEL 029-855-2321
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